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世

尊

寺

本

字

鏡

片

仮

名

字

体

の

「
世尊
寺

本字
鏡」

に
つ
い
て
は 、
こ
れ
ま
で
に
その
成
立
年代

に
関
し
て
あ
る
い
は
他の
文
献
資
料
との
関
係
に
つ
い
て 、
また
「
世

尊
寺

本字
鏡」

自
身の
構
成
等
に
つ
い
て
貞
苅
伊
徳
氏 、
前
田
富
棋

氏 、
築
島
裕
氏
（
注l
）を

は
じ
め
様
々
な
先
行
研
究
が
な
さ
れ
て

きた
。

その
結
果「
世尊
寺

本字
鏡」

が「
一
切
経
音
義
」

「
新
撰

字
鏡」

、
図
書
寮
本
系 、
お
よ
び
観
智
院
本
系の「
類
緊
名

義
抄」

等の
文
献
か
ら
強
い
影
響を

受
け
て
い
る
こ
と
な
ど
が
明
ら
か
に
さ

れ 、
その
成
立
年代

に
関
し
て
は
こ
れ
らの
文
献
との
関
係
か
ら 、

院
政
期
か
ら鎌倉
時
代
の
間の時

期
に
成
立
した

もの
で
あ
る
と
さ

れ
て
きた
。

築
島
氏
は 、
「
古
辞
書
音
義
集
成
六
巻
・字
鏡

」
の
解

題の
中
で「
世尊
寺

本字
鏡」

に
観
智
院
本
系の「
類
緊
名

義
抄
」

か
らの
引用

が
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
その
成
立
は
十二
世
紀
以
降
で

あ
ろ
う
と
述
べ
ら
れ
て
い
る 。
さ
ら
に「
世尊
寺

本字
鏡

」
の
紙
質

や
装
頼 、
筆
蹟
等
が鎌倉
時
代

中
期の
もの
で
あ
り 、用

い
ら
れ
て

樋

，；五Iロ

史

口

い
る
片
仮
名の
字
体

も鎌倉
時
代

中
期の
十
三
世
紀
中
葉の
字
体

で

あ
る
こ
とを

仮
名字
体表を

作
っ

て
示
さ
れた

。
し
か
し
「
世尊

寺

本字
鏡

」
で用

い
ら
れ
て
い
る
片
仮
名の
字
体

に
つ
い
て
詳
し
く
調

べ
て
み
る
と
築
島
氏
が
述
べ
ら
れた
字
体

の
ほ
か
に
も用

い
ら
れ
て

い
る
異体字
が
あ
り 、
また

異体字
の
分布
の
仕
方
や
傾
向
に
つ
い

て
は
述
べ
ら
れ
て
は
い
な
い 。
そ
こ
で
本
稿
で
は
ま
ず「
世尊
寺

本

字
鏡」

内

で用

い
ら
れ
て
い
る字
体を

片
仮
名

に
限
っ

て
残
ら
ず
調

査
し 、
そ
れ
らの
字
体

が「
世尊
寺

本字
鏡

」内

で
どの
様
に用

い

ら
れ
て
い
るの
か 、

異体字
の用

い
ら
れ
方
に
な
ん
ら
かの
規
則
性

は
あ
るの
か 、
また
「
世尊
寺

本字
銭」
で用

い
ら
れ
て
い
る字
体

は
片
仮
名の

国
語
史
上の
中
で
どの時
代
の
字
体

と
類
似
性
が
認
め

ら
れ
るの
か
と
い
っ

た

点を

考
察
し
て
い
きた

い 。

一1-

ま
ず「
世尊
寺

本字
鏡」

の
仮
名字
体表を

作
成
す
る 。
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その
結
果 、
築
島
氏
が
述
べ
ら
れた
字
体

の
他
に
一氏
・

午（
ニ）
・

（
木
原・
ホ
平
・
7
・

丞
の
七
つ
異体
字
が
新た

に
見
つ
か
っ

た
。

さ
ら
に
この
仮
名字
体

表
か
ら
「

世
尊
寺
本
字
鏡」

で用

い
ら
れ
て

い
る
片
仮
名

は字
体

や
異体字
の
種
類な
ど
か
ら
平
安時
代

後
期
か

ら鎌倉
時
代

初
期
に
か
け
ての
字
体

と
同
様の
もの
で
あ
る
と
判
断

で
き
る 。
参
考
と
し
て「世
尊
寺
本
字
鏡」

の
成
立
に
影
響を

与
え

た

と
考
え
ら
れ
る
図
書
寮本「
類
来
名

義
抄

」

に用

い
ら
れ
て
い
る

片
仮
名字
体を
表

に
ま
と
め
て
み
る
と
次の
よ
う
に
な
る 。

図
書
寮本

類
衆
名

義
抄

仮
名字
体表
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院
政
期
頃
に字
体

が
統
一
に
向
か
い
概
ね
完
成した

感の
あ
る
片

仮
名の

変
遷
に
つ
い
て 、
小
林
芳
規
氏
は
さ
ら
に 、
鎌
倉時
代

以
降

わ
ず
か
な
が
ら
主
に
運
筆
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
変
化を

指
摘
さ
れた

が
（
注2）

、「世
尊
寺
本
字
鏡」

に用

い
ら
れ
て
い
る
「
ツ」
「
ウ」

「
ケ」

「
ミ」

の
字
体

に
も
その
よ
うな
例
が
み
ら
れ
る 。
以
下
に

詳し
く

見
て
み
る 。

「
ツ」

の
字
体

は
院
政
期
で
は
「
川」

と
三
画
と
も
縦
に
平
行
に

並
ん
で
書
か
れ
て
い
て
もの
が鎌倉
時
代

に
入
る
と
「
川，」
と
終
画

が
斜
め
に
傾
く

傾
向
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
が 、「

世
尊寺
本
字

鏡」

に用

い
ら
れ
て
い
る
「
ツ」

の
字
体

に
は
鎌
倉時
代
の特
徴
を



も
っ

た

もの
も用

い
ら
れ
て
い
る
（表
1）
。

「
ウ」
の
字
体

は
院
政
期
に
は字
母の
「
ウ
冠」
に
忠
実な
形
で

「内
」
の
形
が用

い
ら
れ
て
いた

もの
が鎌倉
時
代

に
入
る
と
終
画

が
伸
び
「
匂」
の
形
に
な
っ

て
い
く

傾
向
が
う
か
が
え
る
が
「

世
尊

寺
本
字
鏡」

で
は
明
ら
か
に鎌
倉時
代
の特
徴
を

も
っ

た
字
体

が用

い
ら
れ
て
い
る
（表
1）
。

「
ケ」
の
字
体

は
院
政
期
か
ら鎌倉
時
代

に
か
け
て
「
今」
↓

「
ク一

の
様
に二
画
自の
横
線
が
真
直
ぐ
に
伸
び
る
変
化
が
あ
ら
わ
れ
る
が

「

世
尊
寺
本
字
鏡」

で
は
「
什比
の
様
に
二
画
自の
真
直
ぐな
字
体

が用

い
ら
れ
て
い
る
（表l
）

。

「
ミ」
の
字
体

は
院
政
期
以
前
で
は字
母の
つニ」
に
忠
実な
形

と
し
て
三
画
と
も
横
に
平
行
に
並
ん
で
いた

もの
が
徐
々
に
で、
こ

と
傾
きを

も
つ
よ
う
に
な
っ

て
く
る 。「

世
尊
寺
本
字
鏡

』
の
な
か

の
「
ミ」
は 、
「＝
こ
の
様
に
院
政
期
ご
ろの
傾
向を

も
っ

た

もの

が
中
心
的
に用

い
ら
れ
て
お
り
数の
う
え
で
は
わ
ず
か
で
あ
る
が

で
と
と
傾
きを

も
っ

た

もの
が用

い
ら
れ
て
い
る
（表l
）

。

この
よ
う
に「世
尊
寺
本
字
鏡」

で
は
平
安時
代

後
期
か
ら鎌倉

時
代

前
期
に
か
け
ての
字
体

が用

い
ら
れ
て
お
り 、
か
つ
院
政
期
と

鎌
倉時
代

と
で
は字
体

に
相
違
が
み
ら
れ
る
もの
で
は
明
ら
か
に鎌

倉
時
代
の
字
体

の特
徴
を

も
っ

た
字
体

が用

い
ら
れ
て
い
る
もの
が

あ
る
事
が
わ
か
る 。

表l「

世
尊
寺
本
字
鏡」

内
の
鎌倉
時
代
の特
徴
を
持っ

た
字
体例

7 s 
6 2 7 

2 3 3 

3 4 2 

2 2 
4 4 9 
9 8 9 

φ7 
6 1 2 

3 2 

1 
s 6 5 
3 3 1 

3 4 6 汁
2 3 1 

3 
8 
。 、』、．、』
4 

3 

（
こ
の
表
は
例
え
ば
『
世
尊
寺
本
字
鏡」

（
汲
古
書
院 、

一

九
八
八
年）

の
七
ペ
ー
ジ
三
行
二
段
目
に
あ
る
和
訓
と
い
う
こ
と
を 、

上
か
ら
7
・

3
・

2
と
し
て
示
し
た 。

以
下
同
様 。
）
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次
に
「

世
尊
寺
本
字
鏡」

内
の

異体字
の用

い
ら
れ
方
に
つ
い
て

考
察を

加
えた

い。「

世
尊
寺
本
字
鏡」

で
は
「ス
・

キ
・

ニ
・ネ
・

ホ

・マ
・ワ

」
の
音
で一
つの
音
に
対し
て二
つ
以
上の

異体字
が

用

い
ら
れ
て
お
り
そ
れ
ぞ
れの

異体字
の使
用
率

は
次の
と
お
り
で

あ
る 。



「ス

・キ

・ニ

・ネ

・ホ

・マ
・ワ」

の

異体字
の使
用
率

会」 ス

3回 230回
1. 3% 98. 7克

r�Jの字体のflll事

1045回
96克

fむの字体の世間事

＼ 

45目
4% 

360回
99・7%

rn 

0・3%

298巨1
98・4施

5回
1. 6% 

「ニjの宇停の豊田事
、、

868回
85蒐

156回
15% 

307悶
97% 

11回
3お

603回

98. 4% I rホjの字削聞事
10回
1. 4% 

］回
0.2% 

い
ず
れの
音
も
一
つの
字
体

が
中
心
的
に用

い
ら
れ 、
他の
字
体

は
割
合
的
に
は
一
割
以
下
と
な
っ

て
お
り

（
「
T」

の
字
体

に
関し

て
は
一
割
五分
）
実
質
的
に
は
一
つの
字
体

が用

い
ら
れ
て
い
る
と

考
え
る
こ
と
が
で
き 、
「字
体

の
統
一
化」

と
い
う
院
政
期
ご
ろの

傾
向を

示し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る 。

そ
し
て
この
一
割
に
も
満た
な
い使
用

頻
度
は
非
常
に
小
さ
い
割

合
で
あ
る
こ
と
か
ら 、
「世

尊寺
本字
鏡」

の
著
者
が
普
段用

い
な

い字
体を

な
ん
ら
かの
理
由
で用

いた
、

あ
る
い
は
引用

文
献の
記

述を

その
ま
ま
採用
した

結
果
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る 。
そ
れ
は 、

a－T－
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い
ず
れの
字
体

も
平
安時
代

後
期
か
ら
院
政
・鎌倉

時
代

初
期
頃
に

か
け
て用

い
ら
れた
字
体

で
あ
り 、
「世

尊寺
本字
鏡」

の
成
立
が

この時

期
に
当
て
は
ま
る
と
す
る
な
ら
ば
そ
れ
ぞ
れの
字
体

の用

い

ら
れ
方
が
あ
る
程
度
近
い
数字
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る 。

し
か
し、
な
ぜ
一
方の
字
体

の使
用
率

が
非
常
に
低
いの
かを

示
す

傾
向
は
今
回の
調
査
で
は
見
い
だ
せ
な
か
っ

た
。

『世

尊寺
本字
鏡」

内

で
は
前
述の
通
り

「
て」

の
字
体

が
中
心

的
に用

い
ら
れ
て
い
る
が 、
表

2
の
通
り

「
7」

の
字
体

は 、
二
冊

に
多
く

偏
っ

て用

い
ら
れ
て
い
る 。
また

「
ア」

の
字
体

は
その使

用
率

に
篇
ご
と
に
大
き
な
偏
り
は
み
ら
れ
な
い
が 、
第
四
十
四
篇

「
勺」

で
「
て」

の
字
体

が
O
回 、
「
7」

の
字
体

が二
回用

い
ら

れ
て
お
り 、
同
様
に
第
七
十
篇
「
雑」

部
で
「
て」

が
十
七
回 、
「
7」

が二
十
七
回
と
その使
用

頻
度
が
逆
転し
て
いた

。
この
よ
うな
例

は
「
叱」

と
「
雑」

部の
二
篇の
み
で
あ
り

「

世

尊寺
本字
鏡」

の

内
部
構
成
に
その
原
因
が
あ
るの
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る 。
例
え

ば 、
「
雑」
部
に
つ
い
て
は
お
そ
ら
く
あ
る
程
度の時

間
的な
隔た

りの
後
に
増
補
さ
れた

もの
で
あ
り 、
第
一
冊
と
第二
冊
で
は
その

成
立時

期
に
多
少の
ず
れ
が
あ
っ

た
。

そ
し
て 、
第二
冊
に
「
プ一

の
字
体

が
多
く用

い
ら
れ
て
い
る
点
に
関
し
て
は「
世

尊寺
本字

鏡」

の内

部
で
その
成
立
過
程
に
お
い
て時

間
的な
相
違
が
あ
っ

た

こ
とを

示し
て
い
るの
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
るの
で
あ
る ロ

-4-



表
2
「マ」
の分
布

プ 、，，『
、、

第
2 8回 414回 一

6. 4% 9 3. 6 % 1111 

第
l 2 8回 454回

一

2 2 % 78% j蹄
もーーーーーー

1 5 6回 868回 言f·

次
に
「ホ
」

「ス
」

「ワ
」

「ニ
」

「ネ
」

の
異
体字
に
つ
い
て

考
察
す
る 。
表

3
は
「ホ
・ス
・ワ
・ニ
・ネ
」

の
音の
異
体字
で

各
使々
用

頻
度の
低
い字
体の
第
一
冊
と
第二
冊
での用

い
ら
れ
方

を

ま
と
めた

もの
で
あ
る 。
こ
れ
らの
異
体字
は
い
ず
れ
も使
用

回

数
が
非
常
に
少な
いた

め
に 、
「マ
」
の
場
合
と
は
異な
った

原
因

で用

い
ら
れた

もの
と
考
え
ら
れ
る 。
つ
ま
り用

い
ら
れ
方の
少な

さ
と
第
一
冊、
第
二
冊
での
偏
りの
な
さ
か
ら 、
著
者
が
な
ん
ら
か

の
理
由
で
原
典
等
に
忠
実
に
従
っ
て
書
き
写した

結
果
で
あ
る
か 、

あ
る
い
は
こ
れ
らの
字

義、
和
訓
が
後の
増
補
で
あ
る
こ
とを

示し

て
い
る
と
思
わ
れ
る 。

表
3 

「ホ
」

「ス
」

「ワ
」

「ニ
」

「ネ
」

の分
布

* 

平

第
一

加

3 
例

。

第
二
川

1 
例
3 
例
5 
例

7 
例

。

四

「

世
尊寺
本
字
鏡

」
で
は
踊
り字
が
次の
よ
うな
かた

ち
で用

い

ら
れ
て
い
る 。

（
二
一
文字
の
繰
り
返
し
で
は
「、」
の
形
が用

い
ら
れ
て
い
る 。

（
二）
二
文字
以
上の
繰
り
返
し
に
は
「、、」

「F企
の
形
が用

い

ら
れ
て
い
る 。

（
三）
二
文字
以
上の
繰
り
返
し
に
つ
い
て
は
（
二）
以
外
に
も 、

踊
り字を

用

い
ず
に
繰
り
返
し表
記
さ
れた

もの
が
あ
る
（
カ
ハ
ル

カ
ハ
ル）

。

この
う
ち
（
二）
の
形の
踊
り字
が時
代

的な
特徴
を

も
つ
もの

で
あ
るた

め 、
以
下
詳し
く
考
察し
て
い
きた

い 。

マ、」
の
形を

した

踊
り字
は
主
に
平
安時
代

後
期
に用

い
ら
れた

もの
で
あ
る
事

が
知
ら
れ
て
い
る
が 、
この
形の
踊
り字
は
「

世
尊寺
本
字

銭」
の
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中
で
は
第一
冊
に
十
九例

、
第二
冊
に
三
十
六例
存
在
す
る 。
第
一

冊、
第二
冊の
別
に
よ
る
偏
り
は
み
ら
れ
ず
部
首
別
ご
との
偏
り
も

な
く
全
体

に
平
均し
て用

い
ら
れ
て
い
る 。

次
に
「
之」

の
形を
した

踊
り字
に
つ
い
て
考
察した

い。
「
4」

の
形を
した

踊
り字
は

ア、」
の
線の
起
筆
位
置
に時
代

的な特
徴

を

み
る
こ
と
が
で
き
る 。
「
ょ」

の
形
は
主
に
院
政
期
に
入
っ

て
か

ら用

い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り 、
そ
れ
ま
で用

い
ら
れ
て
きた

で
よ

の
形
が
運
筆
上の
流
れ
か
ら
一
つ
に
つ
な
が
っ

て
で
きた

もの
と
さ

れ
て
い
る 。

「，人一
の
形の
踊
り字
の
起
筆
位
置
に
つ
い
て
は
小
林

芳
規
氏
が
院
政
期、
鎌倉

初
期、
鎌倉

後
期
と
そ
れ
以
降の時
代
の

そ
れ
ぞ
れの特
徴
を

あ
げ
ら
れた

（
注
3）
。

そ
れ
に
よ
る
と 、
院

政
期
に
は
起
筆
位
置
は
図の
よ
う
に
上字
の
右
端 、
鎌倉

前
期
に
は

下字
の
右
端
で
真
中
よ
り
上
寄
り
又
は
右
肩
に
か
け
て 、
鎌倉

後
期

に
は
い
る
と
下字
の
右
端
で
真
中
あ
る
い
は
下
寄
り
か
ら
起
筆
す
る

と
い
う
傾
向を

指
摘
さ
れた

。
白

川司

、

日

ロど

（
院
政
期）

（
鎌
倉
後
期〉

（
鎌
倉
前
期）

「
世
尊
寺
本字
鏡」内
の
「
〈一
の
形を
した

踊
り字
は
全
部
で

十
九例
存
在
す
る ロ

（
2
1
2
・
4
・
4）

（
2
1
8
・
1
・
1）

（
2
8
9
・
6
・
2）

（
3
4
6
・
2
・
2）

（
3
7
4
・
6
・
1）

（
3
8
0
・
4
・
3）

以
上 、
院
政
期の
形の
例

第一
冊

該
当例
な
し
・

第二
冊
八例

（

5
3
・
6
・
4）

（
1
0
9
・
4
・
1）

（
1
6
1
・
1
・
2）

以
上 、
鎌倉
前
期の
形の
例

第
一
冊
三例

（
2
4
2
・
3
・
1）

（
2
4
9
・
2
・
4）

（
3
1
1
・
6
・
2）

（
3
1
2
・
1
・
1）

（
3
4
9
・
6
・
2）

（
3
7
5
・
6
・
1）

（
3
8
2
・
6
・
4）

以
上 、
鎌倉

前
期の
形の
例

（
2
3
7
・
2
・
1）

以
上鎌倉

後
期の
形の
例

（
2
3
8
・
6
・
3）

（
3
5
0
・
6
・
2）

第二
冊
七例
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第
一
冊

該
当
例
な
し
・

第二
冊
一例

第 第
一一冊 冊

院
8 。 政
17U 17U 期

鎌
メ居λ 

7 3 前
17U 伊リ 期

。

鎌倉議
例 17U 

この
表
か
ら
「
i－
の
形の
踊
り字
は
第二
冊
に
偏
っ

て
多
く用

い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り 、時

代

的
に
は
院
政
期
か
ら鎌倉

前

期
に
み
ら
れ
る特
徴
を
持っ

た

もの
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る 。
そ
し
て
第二
冊
に時
代

的
に
新し
い
形の
踊
り字
が
偏
っ

て

用
い
ら
れ
て
い
る
点
は
「
世
尊
寺
本字
鏡」
の
成
立
過
程
に
な
ん
ら



かの
原
因
が
あ
る
もの
と
思
わ
れ
る 。

五

以
上の
よ
う
に「
世尊
寺
本
字
鏡

」
で用

い
ら
れ
て
い
る
仮
名字

体
と
踊
り字
に
つ
い
て
は
主
に
平
安時
代

後
期
か
ら鎌倉
時
代

前
半

に
か
け
ての特
徴
を

も
った

もの
が用

い
ら
れ
て
お
り 、
また

その

用

い
ら
れ
方
に
つ
い
て
は「
世尊
寺
本
字
鏡

」
の
成
立
過
程
に
な
ん

ら
かの
原
因
が
あ
る
と
思
わ
れ
る使

わ
れ
方
が
な
さ
れ
て
い
る 。
そ

れ
は
明
確
に
は
断
言
で
き
な
い
が
恐
ら
く
「
世尊
寺
本
字
鏡

」
が時

間
的な
隔た

りを

経
て
複
数の
人
間の
手
に
よ
っ
て
書
か
れた

もの

で
あ
る
事を

示
し
て
い
る
もの
と
思
わ
れ
る 。

注1 

貞
苅
伊
徳
「
世尊
寺
本
字
鏡

に
つ
い
て」

一
九
五
五
年

前
田
富
棋
「
世尊
寺
本
字
鏡

の
成
立
｜

新
撰
字
鏡
と
類
来
名
義
抄
と

の
比
較
に
お
い
て
｜」

「本
邦
辞
書
史
論
叢」
三
省
堂

一
九
六
八
年

築
島

裕
「字
鏡

（
世尊
寺
本

）
解
題」

（
「
古
辞
書
音
義
集

成
六
巻
」

所
収）
汲
古
書
院
一
九
八
八
年

小
林
芳
規
「
踊
り字
の
沿
革
績
務」

「
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
」

「
国
語
学」
二
十

2 

3 

二
十
七

一
九
六
七
年

小
林
芳
規
「
中
世
片
仮
名

文の
国
語
史
的
研
究」

「
広
島
大
学

文
学
部
紀
要」特

輯
号
三

一
九
七
一
年

な
お 、
テ
キス

ト
は 、
「
世尊
寺
本
字
鏡

」
（
古
辞
書
音
義
集
成

第
六
巻 、
汲
古
書
院、
一
九
八
八
年）

、
「
図
書
寮本
類
衆
名

義
抄」

（
勉
誠
社 、
一
九
七
六
年）を
使
用

した
。

（

埼

玉

県

職

員

一

九

九

六

年

信

州

大

学

卒

業
）
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